
タ

ッ
ト
ヴ

ァ
ー

ア

ル
タ

に

お

け

る
衆

賢

説

-

界
品
に

つ
い
て
-

松

濤

泰

雄

安
慧

の
倶
舎
論
釈
 
(
A
d
h
i
d
h
a
r
m
a
k
o
s
a
d
h
a
s
y
a
t
i
k
a
 
t
a
t
t
v
a
r
t
h
a
 
n
a

m
a
,
 
詩
舜
蘭
N
o
.
 
5
8
7
8
)
 

の
界
品
に
引
用
さ
れ
た
衆
賢
説

に

つ
い
て
論

ず
る
。
安
慧
釈
は
有
余
説
を
は
じ
め
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
異
説
を
引
用

す

る
。
そ

の
内

で
派
名
を
有
す

る
論
師

と
し
て
は
、
V
a
i
b
h
a
s
i
k
a

P
a
s
c
a
t
t
y
a
,
 
K
a
s
m
i
r
a

(
k
a
)
,
 
D
a
r
s
t
a
n
i
k
a
,
 
S
a
u
t
r
a
n
t
i
k
a
 

等
が
あ
り
、

個
人
名
を
有
す
る
論
師
と
し
て
は
、
衆
賢

を
は
じ
め
、
S
i
r
l
a
t
a
,
 
P
i
l
i
-

n
d
v
a
t
s
a
,
 
A
n
a
n
t
a
v
a
r
m
a
n
,
 
H
p
h
a
g
s
 
p
a
h
i
 
h
b
a
n
s
 

(
A
r
y
a
-
d
s
a
)

等
が
あ
る
。

(
1
)

衆

賢

説

の
引

用

箇

所

を
記

す

る
。

(
1
)
二
四

a
3
(
2
)
二

五

b

8
(
3
)
二

七

b

2
(
4
)
三

一
あ
6
(
5
)

三

五

a
1
(
6
)
三
九

a
1
(
7
)
四

六

b

5
(
8
)
四

九

a

7
(
9
)
五

〇

b

4

(
1
0
)

五
五

a
4
(
1
1
)五

五

a
6
(
1
2
)六

二

b

6
(
1
3
)六

四

b

2
(
1
4
)六

六

b

4
(
1
5
)六

七

b
1
(
1
6
)六
七

b

6
(
1
7
)六

八

b

5
(
1
8
)七

一
b

8

(
1
9
)

七

二

a

6
(
2
0
)七

三

b

2
(
2
0
)八
〇

b

2
(
2
2
)八

二

a
5
(
2
3
)八

六

a
6
(
2
4
)八

七

b

2
(
2
5
)一
〇

二

a
5
(
2
2
)一
〇

三

b

4
(
2
7
)一
〇

九

b
7
(
2
8
)一
一
一
b
8
(
2
9
)=

二
b
2
(
3
0
)一
一
三
b
-
(
3
1
)一二

五
b
8
(
1
2
)
二
三
六
a
2
(
3
3
)一三
七

a
6
(
3
4
)一三
九
b
2
(
3
5
)
二

四
二
a
6
、
(
3
6
)

一
四
三
a
2
(
3
7
)一四
四
b
1
(
3
7
)
一
五

一
b
7
(
3
9
)

一
五
二
a
7
(
4
0
)一五
四
a
3
(
4
1
)一五
四
b

4
(
4
2
)一五
五
a
6

(
4
3
)

一
五
五
b
5

以
上
の
引
用
箇
所
の
衆
賢
説
は
、
大
部
分
、

そ
の
典
拠
を
、
順
正
理

論
、
顕
宗
論
に
持

っ
て
い
る
。

こ
こ
で
問
題
の
あ
る
箇
所
に
つ
い
て
検

討
し
て
見
る
。

安
慧
は
衆
賢
説
と
し
て
(
1
)
世
俗
の
ア
ビ
ダ
ル

マ
、
(
6
)
心
心
所
が
四
縁

よ
り
生
ず
る
こ
と
、
を
説
く
。
両
者
と
も
す
で
に
倶
舎
論
に
説
か
れ
て

い
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
(
1
)
(
1
3
)

で
は
順
正
理
論

の
有
余
説
を
衆
賢
説
で

あ
る
と
説
く
。
こ
の
様
に
安
慧

の
い
う
衆
賢
説
は
、
衆
賢
独
自
の
説
と

は
言
え
な
い
も
の
も
含
ん
で
い
る
。

倶
舎
論

(
フ
ラ
ダ
ン
本
六
頁
)
は
、
「手
と
鼓
と
を
合
わ
せ
て
発
す
る

音
の
よ
う
に
、
有
執
受
と
無
執
受

の
両
大
種
よ
り
生
ず
る
声
が
あ
る
。

タ

ッ
ト
ヴ

ァ
ー
ア

ル
タ
に
お
け
る
衆
賢
説

(
松

濤
)

三

五
九
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タ

ッ

ト
ヴ

ァ
ー

ア

ル
タ

に

お
け

る
衆

賢

説

(
松

濤
)

三

六

〇

し
か
し
そ
れ
は
顕
色
の
極
微
が
二
つ
の
大
種
よ
り
な
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
な
い
の
と
同
じ
よ
う
に
認
め
ら
れ
な
い
。
」
と
説
く
。

こ
れ
に
つ
い
て
安
慧
釈
は
、

「衆

賢
(
1
0
)

が
説
く
。
『(
a
)
〔手
と
鼓
の
例
で
は
〕
四
大
種

の
二

つ

は
、
互

い
に
因
た
る
も
の
で
あ
る
。
』
〔安
慧
が
説
く
。
〕
『
そ
れ
よ
り
何

が
生
ず
る
か
と
言
う
と
、
そ
の
種
と
異
な

っ
た
も
の
に
な
り
、
そ
れ
よ

(
2
)

り
も
有
対
性
が
生
ず
る
で
あ
ろ
う
。
地
界
に
属
す
る
、
打
た
れ
て
得
ら

れ
た
部
分
の
な
い
、
そ
れ

(声
)
は
、
有
対
性

を
持

つ
の
で
は
な
い

(
2
)

か
、
と

い
う
こ
と
で
批
難
さ
れ
る
べ
き
だ
。
』
衆
賢
(
1
1
)

が
説
く
。
『(
b
)

四
大
種

の
二
つ
に
よ
る
変
化
し
た
も
の
の
極
微
は
、
後
に
あ
る
の
で
あ

り
、

こ
こ
で
は
有
執
受
と
無
執
受
と
の
大
種
を
因
と
し
て
生
ず
る
と
い

う
こ
と

で
相
違
は
な
い
。』
と
す
る
。

こ
の
(
a
)
(
b
)
と
も
順
正
理
論

(三
三
四
b
)
に
説
か

れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
安
慧
の
衆
賢
に
対
す
る
反
駁
は
随
所
に
見
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
(
1
2
)

に
お
い
て
安
慧
は
衆
賢
の
倶
舎
論
の
無
表
の
定
義
に
対
す

る
反
論
を
引
用
し
、

そ
れ
を
斥
け
て
自
身
の
無
表

の
解
釈
を
述
べ
て
い

る
。倶

舎
論

(
フ
ラ
ダ
ン
本
一
二
頁
)
は
、
眼
等

が

二

つ
あ

る
理
由

を
、

端
厳
さ

(
s
o
b
h
a
)

の
た
め
に
、
と
偶
を
説
く
。
端
厳
さ
の
た
め
に
と
い

う
の
は
、
(第

一
説
)
所
依
を
飾
る
た
め
、
(第
二
説
)
増
上
力

の
た
め

〔こ
れ
は
倶
舎
論
で
は
両
漢
訳
の
み
に
あ
る
。
〕
の
二
説

が
あ
5る
。
し

か
し
安
慧
の
解
釈
で
は
、
身
に
関
し
て
端
厳
で
あ
り
た
い
と
い
う
業
の

(
3
)

力
が
根
本
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
、
と
す
る
。

安
慧
中
の
衆
賢
(
2
2
)

は

「根
の
そ
れ
ぞ
れ
の
種
類
は
、
(
a
)
そ
の
原
因
に

つ
い
て
所
対
治

の
な
い
二
つ

(二
つ
の
眼
等
)
に
よ
っ
て
起
る

の
で
あ

っ
て
、
因
を
待

つ
こ
と
に
よ
っ
て

〔眼
等
の
〕
根
が
起
る
と
す
る
な
ら
ば
、
結
局

の
所
、

業
の
力
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
う

(
a
)
。
だ
か
ら
端
厳

さ

の
た

め
に
と
い
う
の
は

(
b
)
諸
根
の
勝
自
在

(
a
d
h
i
k
a
-
t
v
a
)
 

の
た

め
で
あ
る
と
説
く
べ
き
で
あ
る
。
」
と
説
き
、

安
慧

の
解
釈

を
斥
け

て

第
二
説
を
取
る
。

順
正
理
論

(三
四
三
b
)
は
同
じ
様
に
第
二
説
を
取
る
。

し
か
し

「是

故
諸
根
安
布
差
別
。
待
因
縁
起
。
非
為
厳
身
。
」
と
は
説
か
れ

て
は
い

る
が

(
a
)
に

つ
い
て
は
言
及
し
な
い
。
(b
)
に

つ
い
て
は

「増
上

力
を
具
え
た
も
の
を
、
世
間
で
は
端
厳
と
説

く
。
」
と
あ

り
、
勝
自
在

(4
)

と
は
増
上
力
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
(
b
)
の
両
者
は

一
致
す
る
。

倶
舎
論

(プ
ラ
ダ
ン
本
一
三
頁
)
の
説
く

「纏

が
聚

(
r
a
s
i
)

の
意
味
な

ら
ば
、
緬
は
多
く
の
も
の
が
集
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
仮
有
と
な

る
。」
に
つ
い
て
、
安
慧
釈
中
の
衆
賢
(
2
3
)

は
、

「聚
の
意
味
と
は
纏
の
意
味
で
は
な
く
て
、

第

一
に
聚
を
取
得
す
る

も
の
が
こ
こ
で
の
意
味
あ
り
、
聚
性
は
意
味
が
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、

〔聚
に
は
〕
実
体
と
別
の
名
称
と
が
あ
る
か

ら

で
あ

る
。
」
と
答

え

、る
。こ

れ
に
相
当
す
る
順
正
理
論

(三
四
三
c
)
は
、

-867-



「謂

如
言
聚
。
離
聚
所
依
。
無
別
実
有
体
可
得
。
」
と
説
き
、
前
者

は

「取

る
も
の
」
に
よ
レ
、
後
者
は

「
所
依
」
に
よ
っ
て
纏
の
実
有
を

説
明
し
よ
う
と
す
る
。
ま
た
五

(
取
)
慈
は
依

(
v
a
s
t
u
)

と
説
か
れ
て

(
5
)

も
い
て
、

両
者
は
解
釈
は
類
似
し
て
い
る
。

安
慧

中
の
衆
賢
(
3
3
)

は
、

(6
)

』
ま
た
眼
処
等
に
お
い
て
受

(
v
e
d
a
n
a
)

等
は
見
所
断

で
は
な

い
。

〔受
等

は
〕
色
等
の
境
に
、
眼
識
と
同
じ
く
、
外
部
に
見
る
こ
と
に
よ

っ
て
転

ず
る
か
ら
で
あ
る
。
」
と
説
く
。

順
正
理
論

(三
六
二
c
)
に
は

「
五
識

等
。
縁
色
等
境
。
外
門
転
故
。
非
見
所
断
。
」
と
説
か

れ
る

が
、

こ
の

「
受
等
」
に
は
言
及
し
な
い
。

倶
舎
論

(プ
ラ
ダ
ン
本
二
八
-
二
九
頁
)
に
よ
れ
ば
、
受
等

は
法
界

に

含
め
ら
れ
、
三
種

(見
所
断
、
修
所
断
、
非
所
断
)
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

倶
舎
論

(プ
ラ
ダ
ン
本
三
〇
頁
)
に
は
、

「
所
障
の
色

(壁
な
ど
に
隔
て
ら
れ
た
色
)
を
見
る
こ
と
が
出
来

な
い

の
は
眼
根
の
有
対
性
に
よ
る
と
す
る
と
、
眼
根
は
身
根
と
同
じ
よ
う
に

対
境
に
到
達
し
て
は
じ
め
て
境
を
取
る
の
か
。
」
と
い
う
疑
問

の
提
示

が
あ
る
。
…
…

(
1
)

安
慧
釈
は
さ
ら
に

「眼
根
は
意
と
同
様
に
対
境
に
到
達
し
な
い
か
ら
見
る
と
い
う
作
用

が
起
ら
な
く
な
り
、
所
障
の
色
だ
け
で
は
な
く
、
中
間

で
隔

て
る
色

(
=障
擬
の
色
、
壁
な
ど
)
も
見
な
い
こ
と
に
な

っ
て
し

ま
う
。
」
と
い

う

難

が
加

わ

る
。

…

…

(
I
I
)

こ
れ
に

つ
い
て
安

慧

中

の
衆

賢

は
、

「
こ
こ

で
説

か

れ

た

も

の

(
眼
)

は
有

対

性

を
持

っ
て

い

る

か

ら
、

隔

て
障

擬

さ

れ

る

も

の
は

存
在

し

な

い
、

と
説

く

べ

き

だ

と

い

う

の
は

理

に
合

わ

な

い
。

境

界

有

対

が

そ

れ

ぞ

れ

に
、

有

対

性

を
持

つ
か

ら

で

あ

る
。

隔

て
障

擬

さ

れ

た

も

の
が

な

い
と
説

く

の

は
、

障

擬

の
有

対
性

で

な

い
も

の

(
=
境
界
有
対
)

に

よ

っ
て
で

あ

る
。
」

と

す

る
。

順

正

理

論

(
三
六
五

b
)

に

も
、

こ

の
衆

賢

説

は

あ

り
、

衆

賢

は

(
I
)
・
(
II
)

の
問

に

対

し

て

「
境

界
有

対

」

で
答

を
導

き
出

し

て

い

る
。

1

満
増
釈
中

の
衆
賢
説

は
二
つ
あ
り
、

一
つ
は
九
九

a
に
あ
り
、

こ
れ
は

(
3
4
)

に
関
連

し
、
も
5
.
 一つ
は

一
〇
八

a
に
あ
り
、
(
4
1
)

に
同
じ
。

称
友
疏
に

も
二

つ
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
(
1
2
)

と
(
2
2
)

に
関
連
が
あ
る
。

な
お
、

称
友
疏

の
衆

賢
説

に
つ

い

て
は

拙
稿
参
照
。

(
大
正
大
学

大
学

院
研
究
論
集
三
号
、

総

合
仏
教
研
究
所
年
報

二
号
)
。

2

「n
a
m
 
c
a
 
p
r
t
h
i
v
i
d
h
a
t
o
 
l
a
b
h
a
-
a
v
i
n
i
b
h
g
a

〔
n
a
 
c
a

〕

sa
 
p
a
r
a
t
i
g
h
a
t
v
a
n
 
i
t
i
 
c
o
d
y
a
n

」

(曝
朝
嶺
下

醜
麟
)
。

3

称
友
疏
四
三
頁

に
も
同

じ
解
釈

が
あ
る
。

4

「
a
d
h
i
k
a
m
 
h
i
 
p
r
a
b
h
u
t
v
a
m
 
p
a
t
y
a
m

」

(
倶
舎
論

フ
ラ
ダ

ン
本

三
九
頁
)
。

5

「
s
a
m
k
l
e
s
a
-
v
y
a
v
a
d
a
n
a
-
v
a
s
t
u
-
j
n
a
p
a
n

n
a
m」

(倶
舎
論
.
 
フ
ラ
ダ

ン
本

一
五
頁
)
。

6
 
北
京

・
デ

ル
ゲ
両
版

と
も

「
見
所
断

で
あ

る
。」

と
す

る

が
、

こ

れ

に

続
く
安
慧
釈
、

ま
た
文
意

よ
り
、
「
見
所
断

で
な

い
。」

と
読

ん
だ
。

(
大
正
大
学
総
合
仏
教
研
究
所
研
究
員
)

タ

ッ
ト

ヴ

ァ

ー

ア

ル

タ

に
お
け

る
衆

賢

説

(
松

濤
)

三
六

一
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